
世界史B  近現代 30第一次大戦1　　　　　　
1, 開戦と戦争の広がり 
1914年6月28日(　　　　　　　)1事件
　　→ボスニア州都でセルビア系青年がオーストリア皇位継承者フェルディナンド夫妻暗殺
　　　7月28日[　　　　　　　A]2が対セルビア宣戦布告
　　　8月 2日[　　　　　　　B]3が対[　　　　　　　C]4(=7/31総動員令)宣戦布告
　　　　  3日ドイツが対[　　　　　　　D]5宣戦布告→中立国(              )6へ侵入。
　　　　4日[　　　　　　　E]7が対ドイツ宣戦布告。[　　　　　　]8は中立を宣言。
　  　　23日[　　　　　　　F]9が対ドイツ宣戦布告。日英同盟を理由に。
　    11月 　   英・仏・露が対(　　　　　　　　　　　)10宣戦布告。
1915年5月 [　　　　　　G]11が対オーストリア宣戦布告←ロンドン密約「未回収の・・・・」
1917年6月 (　　　　　　)12が連合国側で参戦←連合国が沿岸封鎖。国王退位。
「連合(協商)国」 フランス・イギリス・ロシア・イタリア・セルビア・日本など
　┌イギリス連邦加盟国
　　カナダ・オーストラリア・ニュージーランド・(　　　　　　　　・　　　　　　　　)13など
　├イギリス領植民地=(　　　　　　　・　　　　　　　)14など
　└フランス領植民地=モロッコ・セネガル・インドシナ・(　　　　　　　)15など　　
「同盟国」 ドイツ・オーストリア=ハンガリー・ブルガリア・オスマントルコ
　　→世界の多くの国・地域が参戦。動員された兵士(　　　　　　　　)16万人。
「中立国」 (　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　　　)17など
2, 戦争目的 
A(　　　　　　　)---東部ヨーロッパ、バルカンでの領土拡大。
B(　　　　　　　)---ベルギーの支配(リュージュ、アントワープ、フランドル、ブリエ鉱床)
　　　　　　　　　中部ヨーロッパを支配圏とする(ポーランド、ルーマニアなど)  植民地拡大。
C(　　　　　　　)---イスタンブール、ボスポラス海峡地域の領有。西部国境の拡大。
D(　　　　　　　)---アルザス・ロレーヌ奪還。 トルコ領アジア地域の分割。
E(　　　　　　　)---ドイツ植民地の領有。 トルコ領アジア地域の分割。
　　　　　　　┏1915年アラブ指導者と(　　　　　　　　　　　　)18協定❖a→アラブ独立を約束
　　　　　　　┣1916年フランス、ロシアと(　　　　　　　　　　　　)19協定❖b→トルコ領分割
　　　　　　　┗1917年ユダヤ人に対し(　　　　　　　　　)20=英外相=宣言→ユダヤ人国家建設を支持
　　　　　　　　　→相互に矛盾する内容。後の(　　　　　　　　　)21問題の原因になる。  
F(　　　　　　　)---中国での権益拡大=対華21箇条要求(1915年1月) 
G(　　　　　　　)---ロンドン秘密条約によりオーストリア領=南チロルなど=の割譲。
　　❖a—-メッカ太守と英の高等弁務官。
　　❖b—-英の中東専門家と仏外交官。秘密協定。英はシリア南部、メソポタミア南部、仏はシリア北部、アナトリア南部、
　　　　イラクのモスルを、ロシアはボスポラス、ダーダネルス、黒海東岸の領有を取り決め。1917年ロシア革命政府が公表
　　　　し明らかに。
3, 戦争の特色 
・世　 界　 大 　戦---参加国、戦場はヨーロッパ、アフリカ、アジア、北米におよぶ。
・総　　  力　 　戦---(　　　　)22制。工業、軍事産業、農業、運輸業など全生産力を動員。
・(　　　　　　)23戦---「[　　　　　　]24まで」の予想が4年3ヶ月に及ぶ長期となった。
・(　　　　　　)25戦---死者900万人(1日5500人)　非戦闘員死者1000万人
・(　　　　　　)26戦---機関銃⇨塹壕で対抗。　スイス国境から北海へのびた。
・(　　　　　　)27　---戦闘機、爆撃機、飛行船、対空砲、空母、タンク、装甲車、 潜水
　　　　　　　　　　　艦、長距離砲、火炎放射器、手榴弾、(　　　　　) ❖c28
　　❖c---1899年第一次(　　　　　　)29条約で「窒息または有毒ガスを散布する投射物」は禁止された。毒ガスに
　　　　よる第一次大戦の死者は10万人。負傷者(失明、重大な肺疾患)は130万人。

4,反戦の動き
①第二インターナショナル(1889~1914) ⇨戦争の危機⇨社会主義者の国際的連帯をアピール
1889年パリで結成。(　　　　　)30労働制・普通選挙・国際労働運動(メーデーの休日化)などを掲げる。
1904年アムステルダム大会⇨[　　　　　]31戦争中⇨プレハノフ(ロシア)と片山潜(日本)が握手。
1907年シュトットガルト大会決議⇨(　　　　)32撤廃・戦争阻止・戦争の危機を社会主義の実現へ
1914年開戦→各国の社会主義政党は戦争支持⇨第二インター解体
　　　議会(　　　　　)33のドイツ社会民主党(SPD)多数派→1914年8月戦時公債発行に賛成。
②反戦を主張した人々
ジャン=(　　　　　　)341859~1914))---フランスの政治家。開戦に反対し1914年7月31日暗殺される。
バートランド=ラッセル(1872~1970)---第一次大戦中非戦論を唱え、ケンブリッジ大学教授の職を追われ投獄
　　　　　　　　　　　　　された。
カール=(　　　　　　　)35(1854~1938)---ドイツの政治家。1913年軍事力増強法に反対。1917年ドイツ社民
　　　　　　　　　　　　　党を離脱し、ベルンシャタインらとともに独立社民党を結成。
アルバート=アインシュタイン(1879~1955)---第一次大戦中、平和を唱え戦争を批判。
ロマン=(      　　　    )36(1866~1934)--- フランス中部ブルゴーニュ出身。「戦争と平和」を読みトルストイと

文通。高等師範学校を卒業し歴史の教員。1912年「ジャン・クリストフ」1914
年開戦時スイスから「戦闘中止」を独仏にうったえる。ヘッセ、アインシュタ
インと親交。1915年ノーベル文学賞。

・殺戮　・長期　・徴兵　・消耗　・軍備　・塹壕　・連合　・8時間　・新兵器　・第一党　・6500　・毒ガス　

・インド　・スイス　・ハーグ　・ロラン　・ネパール　・ギリシャ　・ベルギー　・スペイン　・オランダ　
・エジプト　・ジョレス　・カウツキー　・北欧諸国　・南アフリカ　・パレスチナ　・サラィエボ　・バルフォア　

・アルジェリア　・サイクス=ピコ　・オスマントルコ　　・ラテンアメリカ諸国　・フサイン=マクマホン　

ジョレス

イープル 毒ガスによる負傷兵 ガスマスク着用のオーストラリア兵


